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平成２7 年度第 2 回図書館協議会議事録 

 

１ 開 催 日 時  平成 27 年 9 月 19 日（土）午前 10 時～12 時 

 

２ 開 催 場 所  中央図書館 2 階視聴覚室 

 

３ 出 席 者   

（委 員）押樋委員長 塙副委員長 松本委員 菊地委員 杉村委員 

 服部委員 須賀委員 西村委員 大野委員 水田委員 

    （事務局）斎藤館長 長田副館長 白沢係長 森田係長 小林副主査 

 

４ 議   題  

   （１）報告事項 

①平成 27年度利用統計及び事業報告について（4月から 8月） 

②夏休みの行事実施状況について 

③蔵書点検の結果について 

④その他 

 富岡分館の休館について 

 図書館カルチャーについて 

             

５ 議事の概要 

①②平成 27 年度利用統計及び事業報告（4月から 8月）及び夏休みの行事実施

状況について、事務局より報告を行った。 

③蔵書点検の結果について、事務局より報告を行った。 

④-1富岡分館の休館について、事務局より報告を行った。 

④-2図書館カルチャーについて、事務局より報告を行った。 

 

６ 会 議 経 過 

①②平成 27 年度利用統計及び事業報告（4月から 8月）、及び夏休みの行事実施状

況について、事務局より報告を行った。併せて、図書館サービス拡充事業及び震

災アーカイブの利用状況について、事務局より報告を行った。 

その際に表明された意見（質問）は次のとおり。 

 

（意見）7月から開始した拡充事業については、どのようにＰＲを行ったのか、

次回の報告時にその点も報告願いたい。 

（質問）報告等によく出てくる「OPAC（オパック）」という言葉は一般的な言

葉なのか。ホームページ等でも「WebOPAC」となっていて説明がない。 

（回答）必ずしも一般的な用語ではない。報告やホームページの表記等、「蔵
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書検索システム」と付記する等、気を付けていきたい。 

（意見）ホームページから資料の検索をするときに、詳細検索をしようとする

と、階層が深いため、何度もクリックしないとたどりつけない。 

（意見）図書館のトップページからすぐに検索できるのは、大変便利だと思う。

インターネットの検索が一般的になってきたため、図書館の目録自体

が、大きな変化を求められている。 

（意見）浦安の図書館は、全国でも注目されているので、ホームページも充実

させてほしい。 

（意見）トップページに写真が載っているのは、とてもいい。他の図書館には

あまり見られないと思う。 

（意見）9月の公民館運営審議会を堀江公民館で開催した。分館の場所が 2階

から 1階に変わったこと、展示の工夫等非常に好評であった。 

（意見）名作映画会について、プログラムが古い印象がある。 

（回答）図書館で行う上映なので、あえて民間のレンタルショップ等で並んで

いるようなタイトルではなく、名作映画ということで行っている。 

 図書館における映画の上映については、日本図書館協会と日本映像ソ

フト協会との間で合意書があり、それに則って対応している。その趣

旨は、「図書館では、映画館やレンタルショップ等とは競合しない、

教育機関としての役割を自覚した独自の作品選択を行うべきもので

ある」ということである。 

（意見）映画という文化を盛り上げていくためにも、図書館界と映画業界は互

いに役割分担を考えるべきだと思う。 

（意見）集会事業がとても充実していてよいと思う。特に子ども向けの行事が

多いが、絵本から児童文学へ移行していけるような行事があるといい。 

（回答）昨年は「ＢｏｏｋＣａｆｅ」という中高生向けの行事を開催した。今

後、小学生向けのものも検討していきたい。 

（意見）浦安の図書館は行事が多すぎる。こんなに開館時間も延長しているの

だから、もっと整理することも検討していただきたい。 

（意見）7月から公開している震災アーカイブについて、分類がうまくできて

いないようで、検索がうまくできない。 

（意見）使いにくい点がまだまだあるが、今は資料の収集が大事なので仕方な

いとも思う。ただ、一度見てわかりにくいと見なくなってしまうので、

何かしら演出の工夫は必要だと思う。 

（意見）非常に関心の高い事業なので、今後とも力を入れてほしい。 

   

③蔵書点検について、事務局より報告を行った。 

その際に表明された意見（質問）は次のとおり。 
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（質問）休館中も大変な作業をしていると聞いている。市民に対して、ぜひそ

の点もＰＲしてほしい。 

（質問）特定の本がなくなるようなことはあるのか。 

（回答）そういったことはない。中央図書館では無断持ち出し防止の装置を設

置し、対策は行っているが、効果は 100％ではない。 

（意見）不明率 0.2％であれば、まったく問題ない。これを 0％にするには、

相当なコストがかかる。 

（意見）以前勤務していた図書館では 3％程度で、それでも少ない方であった。

当時 3～5％が平均的だったと記憶している。 

（意見）貸出の履歴を残さないことが問題なのではないか。 

（回答）無断で資料を持ち出すのはごく一部の方であり、そのために多くの方

のプライバシーへの配慮を欠くことはできないと考える。 

（意見）資料の紛失については、そもそも貸出手続きをせずに持ち出すので、

貸出履歴は残しても意味がない。 

（意見）それでも自分の借りた本の履歴を見たいという意見をよく聞く。 

（意見）図書館で貸出履歴を残すのは難しいので、読書通帳を導入していると

ころもある。 

（意見）以前と違って、セキュリティ技術が向上しているので、プライバシー

を守りつつ履歴を残す方法はなくはない。ただし、簡単なことではな

い。 

（意見）図書館は大原則として守秘義務があるし、セキュリティの技術が向上

したといっても、リスクはある。慎重に検討してほしい。 

   

④富岡公民館大規模改修事業に伴う富岡分館の休館、及び図書館カルチャー（図書館

連続講座）の開催について、事務局より報告を行った。 

その際に表明された意見（質問）は次のとおり。 

 

（質問）図書館カルチャーは、読書会連絡協議会が協賛となっているが、費用負担は

あるのか。 

（回答）費用負担はない。受付等のお手伝いをお願いしている。 

 

その他 

図書館の運営について、委員より次のような意見が表明された。 

 

（意見）配布資料の文字を、もう少し大きいポイントにしてほしい。 

（回答）次回の資料からはポイントを上げるようにする。 

（意見）中央図書館にカートを導入してほしい。高齢者や妊婦など、重い本を持ち歩

くのがつらい方には必要だと思う。 
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（回答）カートの導入を検討する。 

（意見）入口のアプローチ部分に、車椅子用のスロープがあるが、歩いていてもそこ

を通る人が多い。車椅子の方が待っている姿も時々見かける。もう少し幅を

広くしてほしい。 

    また、雑誌など床に近い書架があるが、かがむのがつらい。もう少し書架を

上に上げてほしい。 

（回答）大規模改修事業で検討する。 

（質問）中央図書館の大規模改修はいつか。 

（回答）今のところ平成 30 年度を予定している。 

（質問）ハンディキャップサービスの統計で、病院サービスの東京ベイ・浦安市川医

療センターのリクエストが「－」となっているのはなぜか。 

（回答）病院サービスのリクエストは、入院患者からリクエストを受け、病院に届け

るサービスだが、東京ベイ・浦安市川医療センターでは先方の意向により行

っていない。 

（意見）病院サービスは、入院して図書館利用ができない人のための、とても重要な

サービスと考える。ぜひ今後も続けていってほしい。 

（意見）ツイッターの活用について、どのように考えているか。 

（回答）浦安市の方針として、市の公式アカウント以外に、各課のアカウントを持つ

ことはできない。従って、図書館独自のアカウントを持つことはできないの

で、現在のところ情報発信は、市の公式アカウントで行っている。より積極

的な活用については、今後も検討していきたい。 

（質問）どこの図書館でも独自のアカウントは持っていないのか。 

（回答）自治体ごとに違うと思われる。 

（意見）アカウントを持っているところでも、発信するには決裁が必要で、スピーデ

ィーに出すことができないので、あまりツイッターの意味がない。 

（意見）浦安の図書館はいろいろなメディアで取り上げられることも多い。ぜひ広報

セクションを作って、力を入れて取り組んでほしい。 

 

その他 

図書館長より、前回質問のあった図書の取り扱いについて、謝絶した旨の報告を行っ

た。 

 意見は特になし。 

 

７ 傍聴者   0 名 


